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     ２０２４年６月２７日 

横浜市との新たなグリーン社会の実現に向けた連携協定の締結について 

～スマホアプリ「はまぎん 365」の登録と Web 口座への切替件数に応じて寄付を実施します～ 

コンコルディア・フィナンシャルグループの横浜銀行（代表取締役頭取 片岡 達也）は、横浜市（市長 山中 竹

春、以下「同市」）と、GREEN×EXPO 2027（正式名称：２０２７年国際園芸博覧会、以下「本博覧会」）の機運醸

成を目的とする「新たなグリーン社会の実現に向けた市民や市内企業等の行動促進並びに GREEN×EXPO 2027 への

参画及び機運醸成に関する連携協定」（以下「本協定」）を締結しましたので、お知らせします。なお、本博覧会

の機運醸成を目的として民間企業が同市と協定を締結するのは、当行が初めてです。 

本博覧会の開催都市である同市は、さまざまな活動を通じて開催に向けた機運醸成活動に取り組んでいます。当

行は同市による取り組みの趣旨に賛同し、本協定の締結に至りました。本協定に基づいて、本博覧会開催に向けた

機運醸成や環境意識向上の促進を目的とした商品やサービスなどを、地域の皆さまに提供していきます。 

今回、本協定に基づく第１弾の施策として、２０２４年７月１日（月）より、スマホアプリ「はまぎん 365」（※）

に登録する当行のお客さまが紙の通帳を Web口座（無通帳口座）に切り替えた件数に応じて、３９円を同市に寄付

します。この取り組みを通じて、資源消費や来店時・通帳製造時のＣＯ₂排出の削減につなげることで環境保全に

寄与していきます。 

横浜銀行は今後も、地域に根ざす金融グループとして地方自治体などと連携した企業活動をおこなうことで、地

域社会の持続的な発展に貢献していきます。 

（※）「３６５日、日々の暮らしに寄り添うアプリ」をコンセプトとする口座開設、残高・入出金明細の照会や、振込・振替などの

銀行取引に加えて、一人ひとりの興味や関心に合わせてお金に関する情報などを配信する横浜銀行の公式アプリです。 

【本協定の概要】 

 

 

協定締結日 2024年 6月 27日（木） 

協 定 名 
新たなグリーン社会の実現に向けた市民や市内企業等の行動促進並びに GREEN×EXPO 2027 へ

の参画及び機運醸成に関する連携協定 

目 的 

脱炭素化による新たなグリーン社会の実現に向け、市民や市内企業等の行動促進や、新たなグ

リーン社会のショーケースとなる GREEN×EXPO 2027 への市民及び市内企業等の参画や機運醸

成を促進すること 

連 携 事 項 

（1）横浜銀行の商品・サービス等を活用した、市民及び市内企業等の、脱炭素化への行動促

進、並びに GREEN×EXPO 2027への参画及び機運醸成の促進に関すること 

（2）GREEN×EXPO 2027の広報・PR活動に関すること など 



２－了 

【第１弾の連携施策の概要】 

【本博覧会の概要】 

以 上 

募 集 期 間 2024年 7月 1日（月）～2024年 11月 30 日（土） 

内 容 
当行のスマートフォンアプリ「はまぎん 365」の登録者が紙の通帳から Web 口座に切替を実

施した件数（通帳単位）に応じて、当行が寄付を実施します。 

寄 付 金 額 切替 1冊あたり 39円（感謝の気持ちを込めて「サンキュー」円を寄付） 

寄 付 先 
横浜市 

※本博覧会の事業推進などに役立てられます。 

期 待 効 果 

・通帳 1冊を製造する際に発生する CO₂の削減（約 56ｇ／冊） 

・支店来店時の自家用車使用による CO₂排出削減 

・ATMなどで発行される紙の明細票の利用削減  

正 式 名 称 ２０２７年国際園芸博覧会 

開 催 地 旧上瀬谷通信施設（横浜市瀬谷区・旭区） 

開 催 期 間 2027年 3月 19日（金）～2027年 9月 26 日（日） 

博覧会区域 約 100ha（内、会場区域約 80ha） 

テ ー マ 幸せを創る明日の風景 ～Scenery of the Future for Happiness～ 

内 容 
ＡＩＰＨ（国際園芸博覧会）の承認およびＢＩＥ（博覧会国際事務局）の認定を受けて開催す

る最上位（Ａ1）の国際園芸博覧会です。 


